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133．T3・Radioimmunaassayに関する検討
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　T3・Radieimmunoassayキットによる血中TriiOdo・

thyronine測定を試み，　T4値との比較を行なったので

報告する．操作は標準T3溶液及び各検体につき，すべ

てduplicateで行ない，測定値の再現性を検討した．　T3

標準溶液は0，0．　5，1，2，4，8μg／mlの6種類を使用，

B／B＋F％は，最小19．6％e，最大87．3％の値で，満足で

きる標準曲線をえた．duplicateによる同一検体の測定

値の差は若干例で約2　ng／m1近くを示したが，大部分

の測定で1μg／ml以下に止まり，満足できるものであ

った．測定値の最低は0μg／ml近く，最高は8μg／m1

以上であった．次に同一検体のTotal　T4との比較成績

をみるとT4が高値を示したもの（10μg／dl以上のも

の）についてはT3値と有意の相関を示したが，　T4値

0～10μ9／d1のもの，　T3値0～2μ9／m1の範囲のもの

については，有意の相関々係はえられなかった．その

他，各種病態について臨床的にえた成績についても述べ

る．

　　　　　図T3とTota1　T4との関係
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134．血中thyroxineのradioimmunoassay
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　血中thyroxine（T4）のradioimmunoassay（RIA）

について基礎的検討を試みた．抗体の作成は，T4500mg

を20m1のメタノールに溶き，乾燥塩素ガスを吹きこ

みながら3時間乾溜したのち減圧乾固し，T4　methyl

ester　hydrochloride（T4・MEH）を得た．次いで

bovine　serum　albumin（BSA）50　mgを含む水（pH

5．5）25mlに，　carbodiimide　30　mgを加えたものに，

この　T4・MEH　20　mg　を　2．Omlのdimethylfor－

mamideに溶いて，これをpH　5．5に調整しながら滴

下した．これを暗所で5°Cで24時間撹伴し，再蒸溜水

で48時間透析後，上清を凍結乾燥した．このT4・MEH－

BSA　complexの3．2mgを0．8mlの滅菌生理食塩水

に溶き，等量のFreund’s　complete　adjuvantとともに

家兎のtoe　padに注射した．

　1ケ月毎に1．Omgを1年間追加筋注した．次にO．・5

％のBSAを含む0．05　M，　pH　8、6のbarbital　buffer

1．O　ml，抗T4家兎血清0．1ml及び25　P9／O．　1　mlの

1251’T40．1m1を混合し，4°Cで18時間incubateした

のち，0．2m1のdextran－coated　charcoalを加えて振

鍛し，60分後に3，000回転で15分聞冷凍遠沈して得た上

清と沈澱物との％Boundを算出したところ良好な標準

曲線がえられた．この抗T4血清に対する種々のthy・

roxine誘導体のrelative　activityはいずれも極めて低

値であった．

　血清中のT4の測定にあたっては，　O．　1　m1の被検血

清のT4を2．Om1のエタノールで抽出し，遠心後上清

にN2ガスを吹きこみ乾固し，これを1．Omlのbarbital

bufferに溶き，　RIAを行なった．

　RIAとcompetitive　protein　binding　analys三s法

（CPBA）とによるT4測定値の間には，正の相関が認

められた．次に，assay系に4．　O　mg／m1のANS（8・

anilino－1－naphthalene・sulfonic　acid）を含む0．5％の

BSA　1．Om1を使い直接T4のRIAを行なったとこ

ろ，抽出法によった場合とほぼ同様の標準曲線がえられ

た．

　さらに我々は，TRH　20　mg経口投与後及び500γの

静脈内注射後の血清T4，　T3及びTSH値の測定を行

なった．
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